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＜考察＞

自らが携わっている「介護」という仕事について、他施設の取り組み、介護保険法の改正により、社会的にどのような問題があるのか、現場での介護の展開について、知識を深め、改めて「介護」について学びたいと思い、今回の研修の参加を希望しました。また、チームの一員として取り組んだ研究内容について、他の施設の方々の反応や、研究内容を見つめ直し、今後の介護サービス提供の更なる向上のためにも、研修に参加させて頂きました。

特別講演にて、「介護報酬の改定と療養病床の今後」についての講演を聞き、現在の介護の社会的な現状は、厳しいという事を改めて学びました。利用者様にも、施設側にも大きな負担があり、そのことを改善する為に、高齢者が、なるべく長く在宅で生活するという「自立支援」を視点に置き、リハビリテーションの推進や、地域に密着したサービスを提供していく事が、重要である事を学び、考えさせられることがたくさんありました。特に、リハビリテーションの推進に関し、以前、通所で勤務していた時にも感じた「在宅におけるリハビリテーションが十分に成されていない事」を改めて、実感しました。通所を利用されている方が、苑にてリハビリ訓練を一生懸命取り組んでいても、実際の生活の場である自宅では、老老介護の家庭の方であったりし生かせずにあり、自分達がどのようにサービスを提供していったら良いか悩んだ事を思い出しました。それには、やはり家族全員の方の協力や認知症、高齢になることで身体がどう変わっていくのか、理解して頂き、自分達が、それに合わせて、サービスを提供していかなければならないのだと考えさせられました。この事は、通所に限らず、入所されている利用者様も同じだと思いました。老人保健施設の役割である「在宅復帰」を目指すには、家族の方の理解と協力が重要で、そこで、利用者様にも、家族にも、十分に寄り添った援助をさせて頂く事が、介護させて頂く私達の責任ではないかと考えさせられました。

＜研修要旨＞

他の施設の「介護」に対する取り組みについて、新しく学び得る事がたくさんあり、自らも実践していきたいと思う研究内容がたくさんありました。様々な取り組みのきっかけは、日常生活の何気ない場面からの気付きが多くあると感じ、改めて、観察する事の重要性を実感しました。また、観察することから、介護を展開していく為には、自分自身の心が豊であり、たくさんの方向から物事を見る事の出来る観察力と、知識、利用者様の全てを受け入れることが出来る心の器が必要であると改めて思いました。その力を持つ事で、利用者様の小さなサインに気付き、様々な方向からのアプローチをしていけるのだと考えます。

今回、研修に参加させて頂き、多くの事を学ぶ事が出来、自分の持っている介護観について見つめ直し、介護に対する気持ちを強くしました。この気持ちと、学びえた事を忘れず、これからも、介護について更に知識を深め、利用者様が安心して、生き生きと生活できる介護を、責任を持って提供させて頂きたいと思います。

































































































